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　種　　別　　　　　     　概　　要
令和７年度事業計画書 令和 7 年 1 月 1 日から令和 7 年 12 月 31 日まで

令和７年度事業計画
１．基本方針

　

２．管理分野の計画

 
3．公益事業の計画

広報活動

地域活性化事業支援

・公益事業の推進にあたって、ここ数年の新型コロナの影響を考慮し、今後の
社会状況や公益事業へ対応する新しいスタイルも検討する。
・俱楽部の本年度事業の実施にあたっては、令和６年 6 月理事会第３号議案を
踏まえ、事業を行うについて、会報などで会員等に協力をお願いする。この場
合会員等から申し出のあった事業の内容（計画、推進方法、事業収支、予測さ
れる効果等）について、理事会の承認と支援のもと申し出をした会員等が主体
的に事業を実施する。理事会はその事業について定款との適合性、事業収支の
妥当性（収支相償など）等について総合的に検討のうえ判断する。
・昨年から始まった事務局の新体制の作業が順調に行われるように注力する。
・新型コロナウイルスの影響により減少した会費収入や寄附金の収入増を目指
し、公益事業の財源確保と収支健全化を目指す。
・引き続き、公益事業のため、会員増に取り組むと共に、組織・制度の検討を
続ける。
・当法人の諸活動に関し、定款、基本方針、コンプライアンス等の見地から随
時検討、調整に務める。
・理事会のリモート会議と対面での会議のハイブリッドな対応につとめ、評議
員会、部会の活性化とともに基本方針に沿い会員参加型事業推進の定着に務め
る。
・事務局業務はリモートワークと事務所での作業とのバランスを注視する。
・事務局の体制整備のため、人材の確保、育成をはかる。
・北海道等の行政組織やボランティア、企業、団体などとのタイアップによる
公益事業活動の充実に務める。
・昨年度の公益事業実施の成果と反省を今年度事業推進に活かす。
・「北海道 NOW のインフォメーション」頁などを活用し「企業、団体とのタ
イアップによる公益事業の推進体制」を研究する。
・令和 9 年（2027）に倶楽部創設 100 周年を迎えるため、これを記念した創
設１００周年記念事業の準備を令和７年度より始める。記念事業は会報等で広
く意見を求めた案や各部会提案などを部会で選定し、創設１００周年事業に相
応しい内容や進め方を検討し、理事会の承認を受け実施する。
・下記分野ごとに部会で随時具体的な公益事業を企画し推進する。
（１）北海道等のための広報活動
・北海道情報紙「北海道 NOW」（本紙年 11 回）を発行する。
・引き続き、道内各自治体の紹介ページ（ふるさと納税なども紹介）を継続す
るとともに、WEB 版の発行の為の業務を続ける。
・北海道のため「インフォメーション」の頁などで北海道等（行政や各種団体）
の広報を行う。（「インフォメーション」の頁の新しい活用方法を検討する。）
・「北海道 NOW」の会員配布、北海道情報ラックでの配布を行う。
・HP の活用や北海道情報ラックの設置とコンテンツの配布を行う。
・継続して「北海道の市と町と村」の本年度版の刊行（WEB）を目指す。
（２）北海道等が主催・共催・後援する地域活性化事業の支援活動を行う。
・「北方領土隣接地域振興対策根室地域協議会（北海道と根室地域 1 市 4 町で


